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１ 数字で見る合併後の姿 

 

  合併年度から今日までの間、人口の動きを始めとした数字で表すことのできる各

種のデータを示しています。 

 

 

（１）人口（基準日：４／１）                       単位：人 

 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

男 12,079 12,049 12,016 12,175 

女 12,710 12,732 12,751 12,848 

計 24,789 24,781 24,767 25,023 

世帯 8,660 8,784 8,868 9,107 

〈解説〉 

    ・ 合併時から３年間は微減であったが、平成２１年は自然動態、社会動態

ともにプラスとなったため、全体での人口増となった。 

 

 

（２）出生数（４月～３月）                                  単位：人 

 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

男 87 105 114 101 

女 94 115 107 116 

計 181 220 221 217 

〈解説〉 

    ・ 以前からの若い世代の転入等により、Ｈ１９年度は増加したと考えられ

るが、Ｈ２０年からは横ばい状態にある。 

 

 

（３）小・中学校児童・生徒数（基準日：５／１）              単位：人 

    Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

百石小 447 432 406 398 

甲洋小 172 171 166 166 

下田小 150 144 146 140 

木内々小 309 318 317 334 

木ノ下小 659 675 690 691 

百石中 364 359 346 318 

下田中 187 203 211 208 

木ノ下中 276 274 264 255 

 計 2,564 2,576 2,546 2,510 
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〈解説〉 

    ・ 木内々、木ノ下小学校の児童数は増加しているが、全体的に児童数は減

少傾向である。 

 

 

（４）外国人登録人口（基準日：４／１）                 単位：人 

    Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

男 90 84 71 56 

女 122 118 92 94 

計 212 202 163 150 

世帯 84 78 59 45 

 〈解説〉 

    ・ 原燃関係者（特にフランス人技術者）の転勤により、登録人口は減少し

ている。 

 

 

（５）土地利用状況（総面積：７１．８８）             単位：㌔㎡ 

    Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

田 18.84 18.84 18.82 18.63 

畑 17.25 17.19 17.16 17.06 

宅地 7.32 7.55 7.99 8.11 

山林 14.74 14.27 14.21 14.10 

原野 1.77 2.17 2.16 2.13 

雑種地 3.81 3.50 2.19 2.19 

その他 8.15 8.36 9.35 9.66 

〈解説〉 

    ・ わずかではあるが田畑は減少傾向にある一方、人口の増加に伴い宅地化

が進んでいる。 

 

 

（６）上下水道普及状況                       単位：％ 

     Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

上水道 93.8 93.9 94.6  

下水道 69.7(56.6) 71.2(58.1) 71.6(58.7) 73.2(60.2) 

           ※ 下水道は、公共＋農排。( )内は、公共のみ。 

〈解説〉 

    ・ 上水道の普及率は給水区域内人口に対する給水人口の割合、下水道の普

及率は行政区域内人口に対する整備人口の割合である。 

・ 毎年度の計画的な下水道整備事業により、整備が図られている。 
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（７）町道舗装状況（延長： ｍ）                単位：ｍ・％ 

     Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

舗装延長  185,100 202,416 203,236 

舗装率  47.7 51.2 51.4 

〈解説〉 

    ・ 舗装延長は認定町道で舗装された町道の延長、舗装率は認定町道の延長

に対する舗装延長の割合である。 

    ・ 毎年度の計画的な道路整備事業により、舗装の整備が図られている。 

 

 

（８）交通事故発生件数(１月～１２月)                単位：件・人 

 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

件数 134 113 142 121 

死傷者数 190 158 224 157 

〈解説〉 

    ・ 件数については、人身事故件数を表示している。平成 21 年度は、前年    

度より件数・死傷者数とも減少したものの、前年度なかった死亡事故 2 件

が発生している。 

 

 

（９）犯罪発生件数(１月～１２月)                 単位：件・人 

    Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

凶悪犯 4 6 8  

窃盗犯 193 177 146  

知能犯 11 14 8  

風俗犯 1 1 4  

その他 35 25 18  

計 244 223 184  

〈解説〉 

    ・ 犯罪件数は、年々減少傾向にある。その背景には、町内に自主防犯団体

の結成が相次ぎ、見守りなどの活動が活発化しているためと考えられる。

また、大型ＳＣの前に２４時間体制の交番ができ、抑止につながっている。 

 

 

（１０）議員定数（基準日：４／１） 単位：人 

      Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

議員定数 32 16 16 16 

〈解説〉 

    ・ 平成１９年４月３０日の在任特例期間をもって定数１６名に減員となっ

た。 
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（１１）職員数（基準日：４／１） 単位：人 

      Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

普通会計職員数 156 158 147 145 

公営企業等会計職員数 58 62 65 63 

うち (病院) (38) (42) (46) (45) 

計 214 220 212 208 

〈解説〉 

    ・ 町集中改革プランに基づき、定員管理を行い数値目標(Ｈ２２．４．１

現在で２０７人)を達成している。 

 

 

（１２）高齢化率（基準日：４／１）                  単位：人・％ 

 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

男 1,894 1,947 2,000 2,074 

女 2,631 2,707 2,793 2,868 

計 4,525 4,654 4,793 4,942 

高齢化率 18.3 18.8 19.4 19.7 

※ 高齢化率：総人口に占める高齢者(６５歳以上)の割合 

〈解説〉   

・ 人口の伸び率０．０５％と比較すると、高齢者の伸び率は０．０８と高

く、わずかではあるが高齢化が進んでいる。 

 

 

（１３）生活保護率（基準日：４／１）                 単位：人・％ 

 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

被保護者 139 147 156 164 

保護率 5.77 6.11 6.48 6.82 

〈解説〉 

    ・ 景気の低迷を反映して、年々増加傾向にある。 
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（1４）財政状況（一般会計） 

① 歳入                           単位：百万円 

区  分 
Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

金額 構成率 金額 構成率 金額 構成率 金額 構成率 

自

主

財

源 

地方税 2,035 20.1 2,299 25.3 2,289 23.8   

使用料・手数料 70 0.7 75 0.8 78 0.8   

分担金・負担金 212 2.1 212 2.3 210 2.2   

繰入金 52 0.5 198 2.2 245 2.5   

繰越金 44 0.4 71 0.8 61 0.6   

その他 117 1.1 99 1.1 151 1.6   

小計 2,530 24.9 2,954 32.5 3,034 31.5   

依

存

財

源 

地方交付税 3,258 32.1 3,217 35.3 3,356 34.9   

地方譲与税・交付金 676 6.7 476 5.2 473 5.0   

地方債 2,237 22.1 943 10.4 732 7.6   

国・県支出金 1,443 14.2 1,511 16.6 2,022 21.0   

小計 7,614 75.1 6,147 67.5 6,583 68.5   

合 計 10,144 9,101 9,617  

 

〈解説〉 

    ・ 自主財源である町税は、平成１９年度に国からの税源移譲があり若干増

えているが、約７割を国・県及び地方債(借金)に依存している状況にある。

今後も同じような状況で推移すると考えられる。 

 

 

うち、地方税収入額                       位：百万円 

      Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

町民税 736 973 951  

固定資産税 1,092 1,109 1,129  

軽自動車税 47 48 49  

たばこ税 160 169 160  

計 2,035 2,299 2,289  

〈解説〉 

    ・ 平成１９年度以降、町民税が増えているが、これは国からの税源移譲に

よるものである。 
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② 歳出                           単位：百万円 

区  分 
Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

金額 構成率 金額 構成率 金額 構成率 金額 構成率 

義

務

的

経

費 

人件費 1,441 14.4 1,409 15.7 1,304 13.9   

扶助費 1,267 12.6 1,328 14.8 1,330 14.2   

公債費 1,148 11.5 1,351 15.0 1,587 17.0   

小計 3,856 38.5 4,088 45.5 4,221 45.1   

投

資

的

経

費 

普通建設費(補助) 540 5.4 360 4.0 615 6.6   

普通建設費(単独等) 877 8.7 1,072 11.9 754 8.0   

災害復旧費 2 0.0 3 0.0 1 0.0   

小計 1,419 14.1 1,435 16.0 1,370 14.6 
 

 

そ

の

他

経

費 

補助費等 1,090 10.9 1,121 12.5 1,437 15.4   

繰出金 1,076 10.7 1,087 12.1 1,097 11.7   

その他(物件費等) 2,581 25.8 1,248 13.9 1,239 13.2   

小計 4,747 47.4 3,456 38.5 3,773 40.3   

合計 10,022 8,979 9,364  

 

〈解説〉 

    ・ 義務的経費である人件費は、年々減少している。今後も適正な職員配置

により、人件費の節減に努めていくこととする。公債費(借金返済)につい

ては、平成１９、２０年度に将来的な負担の軽減を図るため、繰上償還し

たことに伴い大幅に増加している。 

    ・ 投資的経費については、平成２１年度以降、義務教育施設等の整備が予

定されているため、若干増加する見込みである。 

    ・ その他の経費では、繰出金が下水道整備により、少しずつ増加する見込

みである。 

 

③ 基金（貯金）・・・全会計                  単位：百万円 

      Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

財政調整基金 681 702 663  

減債基金 753 755 758  

特定目的基金 2,232 2,043 1,919  

計 3,666 3,500 3,340  

〈解説〉 

    ・ 財政調整基金、減債基金ともほぼ同額を維持しているが、国保税の徴収

減により国民健康保険事業基金を取り崩したことで特定目的基金が減少

している。  
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④ 起債（借金）・・・全会計                  単位：百万円 

      Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

一般会計債 13,636 13,488 12,876  

（うち、合併特例債） 1,489 1,640 1,586  

特別・企業債 11,042 10,995 10,831  

計 24,678 24,483 23,707  

〈解説〉 

    ・ 地方債(借金)残高は、借入額の抑制や繰上償還により減ってきているが、

今後、義務教育施設等の整備にどうしても借り入れしなければならない事

業が山積しており、最小限の借り入れでの対応が必要である。 

 

 

⑤ 財政指標                           単位：％ 

      Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

財政力指数 0.450 0.466 0.481  

経常収支比率 89.4 91.0 92.1  

実質公債比率 18.5 18.8 19.4  

実質赤字比率  ― ―  

連結実質赤字比率  ― ―  

将来負担比率  180.0 175.9  

〈解説〉 

    ・ 経常収支比率、実質公債比率が年々上昇しているが、これは公債費(借

金の返済額)が増えていることが要因のひとつである。今後は、３～４年

後にピークを迎える公債費の減と、人件費等の経常的な支出を削減してい

くことで、両比率とも徐々に下がっていく見込みである。 
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２ 行政事務事業（サービス）の変化 

 

  行政施策における合併前と合併後を見比べたとき、事務事業の執行にどのように

変化が現れたのかを(１)新規、(２)拡大、(３)縮小、(４)廃止、休止で表したもの

です。なお、継続している事務事業は省略しています。 

 

（１）新規 

 

№ 事務事業名 概    要 担当課 

1 
町民憲章、花木鳥、キャ

ラクターの決定 
新町として、新たに制定 企画課 

2 自治基本条例策定・施行 新町の「まちづくり決まりごと集」策定 企画課 

3 自治会活動保険加入 
広報紙配布時の事故に備えるために加入。なお、普

段の町内会活動にも対応している。 
企画課 

4 地縁団体認可 認可申請を受けられるよう条例の整備 企画課 

5 字向山町名整理事業 
町内で最も広い字向山区域をわかり易い字名に変

更 
企画課 

6 
おいらせブランド推進

支援事業 

「おいらせブランド」を確立し、全国へ発信すると

ともに地元を見直し、自治体のイメージを向上さ

せ、自治体力を強化する。 

企画課 

7 軽スポーツ体験会 新種目の体験。１種目２年サイクルで実施。 スポーツ振興課 

8 
軽スポーツ体験町民交

流大会 

町民のスポーツに親しむキッカケづくりとして実

施 
スポーツ振興課 

9 
ウォーキングコースパ

ンフレット作成 

健康志向を重視したバラエティな距離の目安とな

るお勧めコースのパンフレット作成 
スポーツ振興課 

10 
地域包括支援センター

事業 

Ｈ１９から事業を立ち上げ、高齢者等の介護予防事

業を実施 
介護福祉課 

11 観光パンフレット作成 新町として、新たに作成 商工観光課 

12 
白鳥の家パンフレット

作成 
新町として、英文のパンフレットを作成 商工観光課 

13 企業立地ガイド作成 
新町として、企業誘致や産業の異業種連携を促進す

るため作成 
商工観光課 

14 おいらせ町半纏製作 新町として、各種イベントで着用する半纏の製作 商工観光課 

15 
観光物産案内用コーナ

ー設置 

町内の公共施設等に観光・物産専用ＰＲコーナーを

設置 
商工観光課 

16 
緊急保証制度申請保証

料助成 

セーフティネット５号認定を受け、青森県信用保証

協会による債務保証を利用して融資を受ける際に

負担する保証料の一部を助成 

商工観光課 
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17 
プレミアム共通商品券

助成 
町商工会で発行する商品券に係る経費を助成 商工観光課 

18 町税等徴収対策 
収納対策本部を設置し、本部員と課員による合同臨

戸訪問徴収 
税務課 

19 納税相談窓口の開設 夜間・休日の納税相談窓口の開設 税務課 

20 保育園の整備 
町北部地域の人口増加による保育ニーズに対応の

ため１３番目の保育園建設に補助 
町民課 

21 南部児童センター設置 
秋堂児童館を閉館し、木内々小学校に隣接して児童

館を設置 
町民課 

22 
放課後児童クラブ室整

備 
社会福祉法人新設の児童クラブ「太陽館」に助成 町民課 

23 乳幼児医療費助成 

入院のみだった４歳児から就学前児童の助成範囲

を通院も助成するよう拡大。（ただし、入院１日５

００円、通院１月１，５００円の自己負担あり）ま

た、乳児から３歳児の助成方法を「償還払い」から

「現物給付」に変更 

町民課 

24 
おいらせ町農業者年金

推進連絡協議会 

農業者の老後生活の安定と制度の安定的運営に資

する目的で設置 
農業委員会 

25 公共サイン等整備 新町アピールのための公共サイン設置及び切替 企画課 

26 
技能労務職員の給与適

正化 

民間給与と比較しながら、制度・運用の適正化を図

る取り組み方針を策定 
総務課 

27 
職員あいさつ運動の推

進 

町あいさつ運動事業の一環で、職員のあいさつ運動

を推進すべく、「あいさつ運動推進本部」を設置し、

取り組みを展開。Ｈ２１年度には、「職員行動指針

推進本部」に統合。 

総務課 

28 職員行動指針実践推進 

職員が共通の理念や価値観を持ち、的確に行動する

ための指針「おいらせウエイ～職員行動指針」をＨ

１９年度に策定し、実践。 

総務課 

29 例規集の完全電子化 例規集をデータベース化し、ペーパー廃止。 総務課 

30 庁舎間の電話を内線化 敷設されている光ケーブルを利用し整備。 総務課 

31 バスの借り上げ 
バス運行業務を民間業者へ委託し、運転技能員の退

職不補充、町有バスの廃車を実施しコスト削減。 
総務課 

32 
特別職使用の公用車リ

ース 

旧町の特別職公用車４台を廃車し、２台のリースに

より、コスト削減。 
総務課 

33 
男女協働参画プラン策

定 

各行政委員会や審議会等に女性の登用を積極的に

推進。 
企画課 

34 

配偶者からの暴力防止

及び被害者支援計画策

定 

ＤＶの防止と被害者の保護について、相談体制と関

係団体の連携を充実。 
企画課 
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（２）拡大 

 

 

 

 

（３）縮小 

 

№ 事務事業名 概    要 担当課 

1 町民バス運行事業 ももいし地区にも運行拡大(伴って病院バス廃止) 企画課 

2 東京おいらせ会事業 
東京下田人会を解散し、東京おいらせ会を設立(対

象者増) 
企画課 

3 街灯管理 
しもだ地区の町内会街灯電気料を全額町支払いへ 

ももいし地区の町内会街灯修繕料を 1/2 補助 
企画課 

4 集会施設維持管理 
町有コミセンとのバランス調整のため、町内会管理

集会施設の維持管理費の補助 
企画課 

5 行政推進委員 
町内会長とは別に町内会に行政推進委員を配置し、

広報紙の配布など、行政の一翼を担う 
企画課 

6 
訪問型家庭教育相談体

制充実 

家庭教育支援チームを設置し、地域へ出向いて気軽

な相談を受けたり、独自の広報紙を発刊するなど、

家庭教育の底上げ拡大 

生涯学習課 

7 町民駅伝大会 
町民運動会に代わる参加者相互のコミュニケーシ

ョン作りとして、全町内に拡大 
スポーツ振興課 

8 議会広報紙の発行 ももいし地区にも拡大発行 議会事務局 

9 町税等徴収対策 課員による一斉夜間徴収及び定期月末夜間徴収 税務課 

10 国保税納税相談会 保険証切替時の相談会実施 税務課 

11 街路灯の整備 
安全確保のため、ももいし地区で整備した街路灯設

置をしもだ地区に拡大 
地域整備課 

№ 事務事業名 概    要 担当課 

1 
競技スポーツに関する教

室、大会 
体育協会傘下の単位協会へ移行 スポーツ振興課 

2 おいらせ町敬老会 
合併当初、２地区で開催されていたものを１回に

し、年齢を７４歳から７５歳に引き上げ 
介護福祉課 

3 出稼ぎ援護 広報紙等の送付を対象者全員から、希望者に変更 商工観光課 

4 母子健康手帳交付 
保健師による本庁舎での手帳交付を環境保健課

(分庁舎)に一本化 
環境保健課 

5 放課後児童クラブ 
豊栄地区の児童クラブ開設期間を夏休み、冬休み

の期間限定とした。 
町民課 

6 管理職手当支給規則改正 
人件費の抑制を図るため、平成２１年度より支給

対象役職の縮減、額の引き下げ実施 
総務課 
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7 職員厚生補助事業 
町からの職員福利厚生団体への補助金を、会員一人

当たりでの助成から指定事業の２/３の助成へ 
総務課 

8 旅費制度の見直し 
一般職及び特別職の出張に係る日当、宿泊料等の見

直しを行い、県内日当の廃止等を実施 
総務課 

9 
特別職の報酬額等の見直

し 

三役の給料について、特別職報酬等審議会からの諮

問を受けて、引き下げ実施。 
総務課 

10 電話交換業務委託 
電話交換業務の本庁舎集中化に伴う、交換手の人員

削減を行い、委託料の削減 
総務課 

 

 

 

 

（４）廃止、休止 

 

 

 

 

 

 

№ 事務事業名 概    要 担当課 

1 
町内会連合会(ももいし

地区)解散 
連合会への補助金廃止(夏祭り補助廃止) 企画課 

2 
町内会への補助金制度廃

止 

ももいし地区のコミュニティ補助金を廃止し、ハート

ピア助成へ切替 
企画課 

3 
ＡＳОスポーツ振興協議

会 

当初の目的を達成したことから、Ｈ２０年度末で解

散。 
スポーツ振興課 

4 町民運動会 アンケート調査を踏まえ、関係者の協議により廃止。 スポーツ振興課 

5 
新春マラソン大会 

町民マラソン大会 
関係者と協議の結果、いちょうマラソン大会へ再編。 スポーツ振興課 

6 在宅介護支援センター 地域包括支援センターに移行 介護福祉課 

7 おいらせ砂浜まつり 関係者による協議の結果、廃止 商工観光課 

8 ふれあい白鳥デー 餌付け自粛等により休止 商工観光課 

9 児童館の廃止 秋堂児童館を廃止 町民課 

10 豚丹毒予防注射事業 
他の畜種(牛、鶏等)への補助金を交付していないこと

から廃止 
農林水産課 

11 
生活改善グループ連絡協

議会・ウイング 
補助金の廃止 農林水産課 

12 特殊勤務手当 行旅死病人措置手当の廃止 総務課 
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３ 合併支援財政措置の活用 

 

  市町村の合併の特例に関する法律に基づき、合併を円滑に推進する目的で、合併

市町村が実施する事業に要する経費の一部を補助するもので、当町において活用し

た事業と金額を掲載しています。 

 

 

 

合併による財源を活用した財政効果 

【歳入】 

区     分 総 額（概算） 措置期間 

地方交付税の算定上、行政の

一体化に要する経費として

措置されるもの 

普通交付税 ２億２，０００万円 H18-H22 

（5 年間） 

特別交付税 ６億６，０００万円 H18-H20 

（3 年間） 

合併後のまちづくりを支援

するための補助金 

国庫補助金 ３億円 H18-H27 

（10 年間） 

県補助金 ４億円 H17-H22 

（6 年間） 

まちづくりのための事業や

基金造成の財源として借り

入れできる地方債（※） 

合併推進債 １億３，０００万円 H17 

（1 年間） 

合併特例債 ３０億８，０００万円 

（計画額） 

H18- H27 

（10 年間） 

  ※ 地方債は借金ですが、合併推進債は元利償還金の 50％、合併特例債は元利

償還金の 70％の金額が普通交付税措置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページから合併財源を活用し実施した事務事業の一覧） 
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事業施策への合併特例法に基づく財源充当の状況(単位：円) 

 

年度 事 業 名 財 源 事 業 額 補助金等充当額 

17 電算システム統合化事業 県 321,651,000 80,000,000 

    〃 推進債 〃 127,600,000 

 分庁舎改修事業 推進債 5,985,000 5,200,000 

18 合併記念式典事業 国 2,036,000 2,032,000 

 おいらせ町交番新設事業 国 6,930,000 6,930,000 

 公共サイン等整備事業 国 42,474,000 4,190,000 

    〃 特例債        〃 34,100,000 

 地籍図、地籍集成図作成事業 国 2,573,000 2,572,000 

 土地評価事務統合事業 国 3,255,000 3,255,000 

 観光パンフレット作成事業 国 3,082,750 3,082,000 

 戸籍電算化事業 県 63,525,000 40,000,000 

    〃 特例債 〃 18,100,000 

 木ノ下中学校屋外運動場用地造成事業(工事) 県 90,199,000 5,100,000 

    〃  屋外環境整備事業(工事) 特例債 〃 85,000,000 

 地域振興基金造成事業 特例債 1,230,000,000 1,168,500,000 

 木内々地区公園整備事業 特例債 27,029,000 25,600,000 

 消防ポンプ自動車購入事業(百石 5、下田 1 分団) 特例債 36,855,000 25,000,000 

18 繰越 木内々小学校施設耐震化事業(耐震診断) 国 2,816,000 2,815,000 

 ３中学校施設耐震化事業(耐震診断) 国 8,322,000 8,322,000 

 いちょう公園体育施設耐震化事業(耐震診断) 国 3,120,000 2,645,000 

 地籍図・地籍集成図作成事業 国 1,970,000 1,960,000 

 町勢要覧等作成事業 国 8,232,000 8,232,000 

 地形図作成事業 国 8,474,000 8,450,000 

 自主財源確保対策事業(滞納整理システム) 国 29,344,000 29,250,000 

 次世代育成支援対策行動計画事業 国 2,531,000 2,394,000 

 農道台帳整備事業 国 3,287,000 3,200,000 

 健康増進計画策定事業 国 3,640,000 3,408,000 

 図書館管理システム整備事業 国 14,616,000 13,162,000 

19 道路台帳整備事業 国 20,636,000 20,000,000 

 防災計画書印刷製本事業 国 1,094,000 700,000 

 総合計画策定事業 国 4,887,000 4,405,000 

 土地評価事務統合事業 国 4,200,000 4,200,000 

 農業振興地域整備計画策定事業 国 6,090,000 6,090,000 

 分庁舎非常用予備発電装置設置工事 県 20,265,000 20,265,000 

 公共サイン等改修工事 県 34,865,000 792,000 
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年度 事 業 名 財 源 事 業 額 補助金等充当額 

    〃 特例債 〃 31,800,000 

 街路灯整備事業 県 20,187,000 19,150,000 

 防災行政無線放送施設統合・更新事業 特例債 64,743,000 59,800,000 

 木内々地区公園整備事業 特例債 36,360,000 34,100,000 

 消防ポンプ自動車購入事業(下田 9 分団) 特例債 18,354,000 17,400,000 

 消防屯所改築事業(下田 9 分団) 特例債 18,751,000 17,800,000 

19 繰越 もりのか保育園整備費補助事業 特例債 54,165,000 17,100,000 

20 防災ハンドブック作成事業 国 302,000 300,000 

 土地評価事務統合事業 国 2,363,000 2,300,000 

 総合計画策定事業 国 5,852,000 5,700,000 

 農業振興地域整備計画策定事業 国 945,000 940,000 

 下田小学校設備改修事業(トイレ改修) 国 998,000 760,000 

 百石中学校改築事業(設計) 県 38,010,000 36,100,000 

 街路灯整備事業 県 23,884,000 21,480,000 

 木内々小学校グラウンド整備事業(設計) 県 4,515,000 4,500,000 

 防災行政無線放送施設統合・更新事業 特例債 他補助あり 117,577,000 27,900,000 

 公共サイン整備事業 特例債 41,000,000 36,300,000 

 消防屯所改築事業(下田 8 分団) 特例債 23,621,000 20,100,000 

21 町名整理事業 国 985,000 400,000 

 木内々小学校設備改修事業(トイレ改修) 国 3,700,000 2,300,000 

 社会科副読本作成事業 国 2,020,000 1,700,000 

 分庁舎耐震診断事業 国 5,462,000 4,000,000 

 いちょう公園体育館耐震改修事業 国 5,198,000 1,700,000 

 木内々小学校耐震改修事業 国 5,630,000 4,700,000 

 おいらせブランド推進事業 国 3,941,000 2,200,000 

 百石中学校改築事業(工事) 県 他補助あり 564,960,000 9,000,000 

    〃         特例債 〃 226,900,000 

 街路灯整備事業 県 30,027,000 23,400,000 

 町民交流センター改修事業（設計） 県 2,447,000 1,800,000 

 下田小学校グラウンド整備事業（設計） 県 3,650,000 3,100,000 

 木内々小学校グラウンド整備事業（工事） 県 68,275,000 3,000,000 

       〃                 特例債 〃 64,800,000 

 防災行政無線放送施設統合・更新事業 県 他補助あり 470,281,000 7,200,000 

       〃 特例債 〃 112,600,000 

 消防ポンプ自動車購入事業(百石 7 分団) 県 23,182,000 700,000 

       〃 特例債                 〃 13,200,000 

 消防屯所改築事業    (下田 6 分団) 県 24,600,000 2,700,000 

       〃 特例債               〃 20,500,000 
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 市町村合併推進体制整備費補助金 国 合計 168,294,000 

 市町村合併支援特別交付金 県 合計 278,287,000 

 合併推進債・特例債 推進特例債 合計 2,348,400,000 
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４ 経費節減等による財政効果 

 

  合併に伴って、事務事業の見直し等を行ったことによる経費の節減効果を掲載し

ています。 

 

 

【歳入】 

区     分 開始時期 実績額（H17-H20 計） 備  考 

税の徴収対策 H18 １，７１０万円  

使用料・手数料の見直し H18 ３５７万円  

未利用財産の売払い H17 ６，１５７万円  

合     計  ８，２２４万円  

  

 

【歳出】 

区     分 開始時期 実績額（H17-H20 計） 主な内容 

人件費削減 H17 ５億３，７５９万円 Ｐ３・４参照 

民間委託による経費節減 H18 ８，６７８万円 ② 

補助金の整理合理化 H18 ４６６万円 ③ 

内部管理経費の見直し H17 １億５，１０６万円 ④ 

その他事務事業の合理化 H17 １億７，２１１万円 ⑤ 

合     計  ９億５，２２０万円  

    

☞ 経費節減による財政効果額計：１０億３，４４４万円 

 

 

② 民間委託による経費節減 

事 業 名 内     容 

町立保育所等の民営化 町立保育所２施設及び下田診療所を民間譲渡 

 

③ 補助金の整理合理化 

事 業 名 内     容 

町単独補助金の見直し 町補助金のあり方について検討し、年次計画で補助金削減 
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④ 内部管理経費の見直し 

事 業 名 内     容 

町例規集の完全電子化 
町例規集を完全電子化し、庁内ＬＡＮ運用とホームページ

掲載 

庁舎間電話の内線化整備 庁舎間敷設光ケーブルを利用し、庁舎間電話を内線化整備 

電話交換業務委託の見直

し 
電話交換機の本庁舎集中化に伴い、電話交換手を人員削減 

公用車の管理運用の見直

し 

公用車の適正配置による台数見直しと管理運用の効率化

推進 

バス運転業務の見直し 
運転技能員退職に伴い、民間バス借り上げ制移行、運転業

務委託拡大 

 

⑤ その他事務事業の合理化 

事 業 名 内     容 

広域ごみ処理業務の一元

化 
旧町地区で差異のあった広域ごみ処理業務を一元化 
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５ アンケート調査の実施 ・・・ （実施期間：平成２１年１１月６日～１２月２８日） 

 

合併後、町民の生活がどう変わったか、行政の施策をどう思っているのかを調査した

ものです。調査の実施にあたっては、下記のおいらせ町に存在する各団体や公共的

機関に調査の実施と取り纏めをお願いしました。 

 

№ 調査依頼団体名一覧 配布数 

１ 百石及び下田消防団（２団×１０部） ２０部 

２ 行政推進委員（５８町内会×１０部） ５８０部 

３ 各小・中学校ＰＴＡ（８団体×１０部） ８０部 

４ JA 十和田おいらせももいし及び下田支店（２店×１０部） ２０部 

５ 百石町漁業協同組合 １０部 

６ 各幼稚園父母の会（２園×１０部） ２０部 

７ 各保育園 〃（１３園×１０部） １３０部 

８ 民生委員・児童委員協議会 １０部 

９ 赤十字奉仕団 １０部 

１０ 社会福祉協議会 １０部 

１１ 身体障害者福祉会 １０部 

１２ 母子寡婦福祉会 １０部 

１３ 手をつなぐ育成会 １０部 

１４ 食生活改善推進員会 １０部 

１５ 交通安全協会 １０部 

１６ 交通安全母の会 １０部 

１７ 防犯協会 １０部 

１８ 体育協会（１８単位×５部） ９０部 

１９ 文化協会（５９単位×５部） ２９５部 

２０ 連合婦人会 １０部 

２１ 子ども会育成連合会 １０部 

２２ 老人クラブ連合会 １０部 

２３ 健康づくり推進協議会 １０部 

２４ まちづくり推進委員会 １０部 

２５ 保健協力会 １０部 

２６ 商工会 １０部 

 計 １，４１５部 

○回収率            回収部数８５０部÷配布部数１，４１５部＝ ６０．０７％ 

○良し悪しの理由延べ件数   良くなった４９３件、悪くなった５３１件、計１，０２４件 

○自由記述延べ件数                                  ３８２件 

※ ２３～２９ページまでの全体グラフのコメントは、設問５・６での主な理由を掲載しています。 
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合併検証アンケート調査票 
 

 

 

２町の合併から４年。町民皆様のご協力を頂きながら、国・県からの合併

に伴う財政措置を活用して、様々な事業・施策を実施してまいりました。 

今後も皆様とともに「おいらせ町」を作っていきたい、皆様のご意見を「ま

ちづくり」に役立てていきたいとの思いから、アンケート調査を実施します。 

お忙しいところ誠に申し訳ございませんがご協力をおねがいします。 

   出来上がりましたら、所属する団体の長様へお渡しください。 

 

 

 

《設問１》 

 

始めにあなたの住んでいる地区をお知らせください。（○で囲んでください。） 

 

  （１）百石小学校区  （２）甲洋小学校区  （３）下田小学校区 

 

（４）木内々小学校区 （５）木ノ下小学校区 

 

《設問２》 

 

あなたの年齢をお知らせください。（○で囲んでください。） 

 

  （１０）２０歳未満 （２０）２０歳代 （３０）３０歳代 

 

（４０）４０歳代  （５０）５０歳代 （６０）６０歳代 

 

（７０）７０歳以上 

 

《設問３》 

 

 あなたの性別についてお知らせください。（○で囲んでください。） 

 

  （１）男   （２）女 
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《設問４》 

 

合併をしてから、あなたや家族、地域の暮らしがどうなりましたか。 

行政が行う事業や施策について、良くなった、悪くなった、変わらない、

わからないに○印をお願いします。 

 

 

 項 目 良くなった 悪くなった 変わらない わからない 

1 成人健診     

2 医療     

3 妊婦・乳幼児健診     

4 保育環境     

5 子育て支援     

6 障がい者支援     

7 高齢者支援     

8 幼児教育     

9 義務教育     

10 青少年の健全育成     

11 生涯学習     

12 芸術文化活動     

13 文化財の保存・継承     

14 スポーツ・レクリエーション     

15 防災     

16 防犯     

17 交通安全     

18 道路整備     

19 除雪     

20 公共交通     

21 上下水道     
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 項 目 良くなった 悪くなった 変わらない わからない 

22 公園・緑地     

23 ごみ     

24 環境美化     

25 新エネルギー対策     

26 農業     

27 水産業     

28 商・サービス業     

29 観光     

30 工業     

31 雇用     

32 地域コミュニティ     

33 地域間交流     

34 国際交流     

35 土地利用     

36 
情報発信(広報紙、ホ

ームページ等) 

    

37 広聴機会     

38 男女共同参画     

39 職員の資質向上     

40 窓口サービス     

41 職員のあいさつ運動     

42 公共施設の利用     

43 
その他 

（      ） 

    

 

 

 

(裏面あり) 
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（よろしかったらお聞かせください。） 

 

 

《設問５》 設問４で 良くなった と答えた項目で、具体的な理由があれ

ばお聞かせください。 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

《設問６》 設問４で 悪くなった と答えた項目で、具体的な理由があれ

ばお聞かせください。 

  

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

《設問７》 最後に、今後のまちづくりについてのご意見をお願いします。 

（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

おいらせ町企画課 
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調査結果（全体） 総数 ８５０人 

 

（コメント） 

 ○ 健診会場が選べるようになった。人間ドックの健診料

が安くなった。 × 成人健診の回数が減った。婦人科健

診の基準が高くなった。 

2　医療

1=良くなった
91 2=悪くなった

34

3=変わらない

469

4=わからない
256

0

100

200

300

400

500

600

人

数

 

（コメント） 

 ○ おいらせ病院がリフォームされ、明るく入りやすくな

った。病院での料金の先払いが無くなった。 × 小児科

診療の病院が無い。 

 

（コメント） 

 ○ 妊婦健診無料の回数が増えた。乳幼児フッ素無料券配

布など子育て世代への配慮が見られる。 × 健診の場所

が遠くなった。１回の対象者が多く、時間がかかる。 

（コメント）良くなった・・・○ 

悪くなった・・・× 

4　保育環境

1=良くなった

64 2=悪くなった

20

3=変わらない

303

4=わからない

463

0

100

200

300

400

500

600

人

数

 

（コメント） 

 ○ 保育園の新設があった。家庭訪問や防犯カメラの設置

等保育環境が良くなった。 × 近くの保育園や気に入っ

た保育園に入所できない。 

5　子育て支援

1=良くなった

67 2=悪くなった
22

3=変わらない

274

4=わからない

487
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100

200

300

400

500

600
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数

 

（コメント） 

 ○ 子育てを金銭面で支援してくれる。児童館、学童保育

等があるので助かる。 × 子どもの医療費の所得制限線

引きがおかしい。ももいし地区には、児童館が無い。 

（コメント） 

 × 障がい者支援に関し、法律の問題もあるが町の対応に

一貫性が無く、分からなくなる。 

3   妊婦 ・ 乳児健診 

1 = 良 くなった 
65 2 = 悪 くなった 

22 

3 = 変 わらない 
186 

4 = わからない 
577 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

人 
数 

1   成人健診 

1 = 良 くなった 
95 

2 = 悪 くなった 
140 

3 = 変 わらない 
349 

4 = わからない 
266 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

人 
数 

6 障がい者支援 

1=良くなった 
44 

2=悪くなった 
28 

3=変わらない 
204 

4=わからない 
574 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

人 
数 
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7　高齢者支援

1=良くなった

74
2=悪くなった

56

3=変わらない

278

4=わからない

442
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100
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300

400
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数

 

（コメント） 

 ○ いきいきサロンなど交流の場が増えた。健康について

のアドバイスを受ける機会が多くなった。 × 介護申請

場所が遠くなった。高齢者支援の幅が無くなった。 

8　幼児教育

1=良くなった

36
2=悪くなった

14

3=変わらない
278

4=わからない

522
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数

 

（コメント） 

 ○ 保育園など幼児の英会話教室や英語活動教室が開催さ

れている。 

 

9　義務教育

1=良くなった

41
2=悪くなった

36

3=変わらない
363

4=わからない

410
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100
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400
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数

 

（コメント） 

 ○ 学校の取り組みや指導方法を親に具体的に伝えてくれ

る。 × 役場のバスを利用することが難しくなった。児

童生徒にあいさつしても返してくれない。 

 

 

10　青少年の健全育成

1=良くなった

54
2=悪くなった

30

3=変わらない

307

4=わからない
459
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（コメント） 

 ○ 子ども会の活動が活発化。青少年健全育成活動の全体

的な取り組みがされている。 × 若者が老人を大切にす

る道徳に取り組むべき。 

11　生涯学習

1=良くなった

165

2=悪くなった

38

3=変わらない

318

4=わからない

329
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数

 

（コメント） 

 ○ 講演会、出前講座、図書館、各種イベントが充実して

いる。あいさつ運動が浸透している。 × 講演会等の場

所が遠くなり、交通手段が無い。 

12　芸術文化活動

1=良くなった

153

2=悪くなった

39

3=変わらない

326

4=わからない
332
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数

 

（コメント） 

 ○ 文化協会の活動種別が増え、活発に活動している。ま

た、交流の場が多くなった。 × 会場が片寄っている。

活動経費が町から無く、活動維持が大変。 
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13　文化財の保存・継承

1=良くなった

92
2=悪くなった

17

3=変わらない
312

4=わからない
429
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数

 

（コメント） 

 ○ 遺跡等が保存されている。伝統芸能保存に旧町の垣根

がなくなり誰でも参加できるようになった。伝統文化活動

は、子どもの情操教育に影響が多大である。 

14　スポーツ・レクリエーション

1=良くなった

95

2=悪くなった

99

3=変わらない
311

4=わからない

345
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300
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（コメント） 

○ 軽スポーツやレクリエーションの幅が広がった。 ×

町民運動会が無くなって交流が無くなった。駅伝やマラソ

ン大会に工夫が必要。各種スポーツ大会の復活希望。 

15　防災

1=良くなった
282

2=悪くなった

16

3=変わらない

334

4=わからない

218
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数

 

（コメント） 

 ○ 防災行政無線放送の個別受信機が付き、聞き取りやす

くなった。防災訓練が実施されている。 × 救急車の到

着時間を早くしてほしい。放送に地震速報を入れてほしい。 

 

 

16　防犯

1=良くなった
170

2=悪くなった

46

3=変わらない

379

4=わからない
255
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（コメント） 

 ○ 街灯が増えて安心して外出ができる。防犯パトロール

が行われている。 × 駐在所が交番に統合されたことで

地域の治安が心配。 

17　交通安全

1=良くなった
109

2=悪くなった

42

3=変わらない

473

4=わからない
226
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300
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（コメント） 

 ○ 安全対策が講じられている。 × みどりのおばさん

が無くなった。交番になったことで、おまわりさんとの距

離が遠くなった。 

18　道路整備

1=良くなった

148 2=悪くなった

99

3=変わらない

437

4=わからない
166
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（コメント） 

 ○ 以前より道路が整備され、安全に通行できるようにな

った。 × 従来からの要望道路が未整備。通学路の安全

対策を講じてほしい。庁舎間の道路整備をしてほしい。 
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19　除雪

1=良くなった
53

2=悪くなった

232

3=変わらない

433

4=わからない
132
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（コメント） 

 ○ 対応が早くなった。きれいに整備されている。 × 対

応が遅い。もっと丁寧に除雪してほしい。建設業界のみの

対応だけでなく、もっと対策を講じてほしい。 

20　公共交通

1=良くなった

121 2=悪くなった

73

3=変わらない

420

4=わからない

236
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（コメント） 

 ○ 町民バスが巡回されて便利。 × 町民バスを通学時

間に合わせてほしい。町民バスの料金が高くなった。全体

的な公共交通の不便さを感じる。 

21　上下水道

1=良くなった

178

2=悪くなった
55

3=変わらない
453

4=わからない

164
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（コメント） 

 ○ 上下水道が整備され、快適、清潔になった。 × 上

水道代が高い。水道がおいしくない。災害時の対応をすば

やく、公平に行ってほしい。 

 

 

22　公園・緑地

1=良くなった

157

2=悪くなった

40

3=変わらない

500

4=わからない

153

0

100

200

300

400

500

600

人
数

 

（コメント） 

 ○ 公園の管理が行き届いていて、きれいで利用しやすい。

× 公園整備が雑になった。北部地区にも公園がほしい。

公園内の防犯対策を講じてほしい。 

23　ごみ

1=良くなった
172

2=悪くなった

92

3=変わらない

495

4=わからない

91
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（コメント） 

 ○ ごみの出し方、分別が徹底され、マナーが良くなった。

× 少しでも分別がされていないと回収してくれない。粗

大ごみが有料になった。分別種類が多すぎる。 

24　環境美化

1=良くなった
135

2=悪くなった

39

3=変わらない

497

4=わからない

179
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（コメント） 

 ○ 環境に対しての意識が高くなってきた。町がきれいに

なった。× 町民の花植え活動より、雑草の草刈をみんな

で行うように。美しいまちづくりをしているとは思えない。 
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25　新エネルギー対策

1=良くなった
24

2=悪くなった
16

3=変わらない

265

4=わからない

545
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（コメント） 

 × 太陽光発電（家庭用）の推進、普及に施策を講ずるべ 

き。 

 

26　農業

1=良くなった
17

2=悪くなった

88

3=変わらない

258

4=わからない
487
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（コメント） 

○ 農地を貸し出し、若い世代も農業を楽しんでいる例が 

ある。 × 農業振興対策や農家の救済対策を講じてほし

い。休耕地の有効利用を講ずるべき。 

27　水産業

1=良くなった

14

2=悪くなった

44

3=変わらない

213

4=わからない

579
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（コメント） 

 × クラゲ被害や原油高騰に何らかの対策、補償を講じて 

ほしい。 

 

 

 

28　商・サービス業

1=良くなった

37

2=悪くなった
108

3=変わらない
283

4=わからない
422
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（コメント） 

○ 経済対策のプレミア商品券が発売され、幅広く買い物 

ができた。ＳＣがわが町の大型店という意識ができた。 

 × ももいし地区の商店街の活気が無くなった。 

29　観光

1=良くなった
77

2=悪くなった

63

3=変わらない
365

4=わからない

345
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（コメント） 

 ○ 旧両町のイベントに参加できるようになった。観光協

会の活動が活発になった。 × 同じようなイベントは統

合するように。イベント内容の充実を求む。 

30　工業

1=良くなった

12

2=悪くなった
61

3=変わらない

239

4=わからない
538
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（コメント） 

 × 公共事業を町内の業者に発注してほしい。 
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31　雇用

1=良くなった
18

2=悪くなった

213

3=変わらない

244

4=わからない

375
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（コメント） 

 ○ 以前に比べて、働く場所が増えた。 × 現在の経済

状況を反映し、仕事が無くなった。地元雇用対策を講じて

ほしい。誘致企業を図ってほしい。 

32　地域コミュニティ

1=良くなった

131
2=悪くなった

52

3=変わらない
394

4=わからない

273
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（コメント） 

 ○ 広域的な地域活動ができるようになった。町内会活動

が活発になった。 × 町からの援助が少なくなった。地

域の行事が無くなった。町内会長手当て等必要ない。 

33　地域間交流

1=良くなった

125
2=悪くなった

58

3=変わらない

350 4=わからない
317

0

100

200

300

400

500

600

人
数

 

（コメント） 

 ○ 旧町間の色んな人たちとの交流が盛んになってきた。

× 地域間の交流が行われているか見たことが無い。町か

らの補助が無くなり、交流活動が悪くなった。 

 

 

34　国際交流

1=良くなった
50 2=悪くなった

15

3=変わらない
223

4=わからない

562
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（コメント） 

 ○ 外国料理教室等で国際交流が盛んになった。子どもを

中心とした国際交流の幅が広がった。 

 

35　土地利用

1=良くなった

34

2=悪くなった

48

3=変わらない

249

4=わからない

519
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（コメント） 

○ 調整区域内の土地の利用ができるようになった。  

× 全体的な土地利用の計画が進んでいない。 

 

36　情報発信（広報誌、ホームページ）

1=良くなった

209

2=悪くなった
49

3=変わらない
282

4=わからない
310
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（コメント） 

 ○ 広報紙の内容が充実し、見やすくなった。ホームペー

ジが充実している。 × 特集ページが多く、真に伝えた

い情報が伝わってこない。広報紙が毎戸に配布されない。 
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37　公聴機会

1=良くなった

106
2=悪くなった

15

3=変わらない

271

4=わからない
458
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（コメント） 

 ○ 町民懇談会等、町長と対話する機会が多くなった。広

聴の機会が多くなった。 

 

38　男女共同参画

1=良くなった

44 2=悪くなった

8

3=変わらない
255

4=わからない
543
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（コメント） 

  コメントなし。 

 

 

39　職員の資質向上

1=良くなった
146 2=悪くなった

84

3=変わらない

356
4=わからない
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（コメント） 

 ○ 全体的に職員の応対が良くなった。町民目線で対応が

早くなった。 × 職員のやる気が無い、説明責任がなさ

れない。対応が悪い。庁内に緊張感が無い。 

 

 

40　窓口サービス

1=良くなった
201

2=悪くなった

75

3=変わらない

391

4=わからない
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（コメント） 

 ○ 笑顔、親切、丁寧な対応で接してくれる。 × 人に

よって対応が悪く感じる。いかにも業務的な対応をする。 

 

41　職員のあいさつ運動

1=良くなった
207

2=悪くなった

54

3=変わらない

338
4=わからない
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（コメント） 

 ○ 職員が先にあいさつしてくれる。あいさつが良くなっ

た。 × 庁舎内ではあいさつするが外ではあいさつしな

い。あいさつに笑顔が無い。 

42　公共施設の利用
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（コメント） 

 ○ 利用できる施設が増えた。 × 施設の借用方法が面

倒になった。業務が本庁、分庁と分かれて不便になった。

申告や期日前投票が本庁舎だけになった。 

 



 30 

６ （資料）・・・青森県市町村ランキング一覧 

 

（県内の市町村）・・・市:１０ 町:２２ 村:８ 計:４０ 

項  目 １位 ２位 ３位 おいらせ町 
全体 

順位 

町村

順位 
調査月日 

面積(キロ㎡) 
むつ市 

863.79 

青森市 

824.52 

十和田市 

688.60 71.88 34 18 H21.10.1 

人口(人) 
青森市 

306,263 

八戸市 

243,682 

弘前市 

184,719 25,084 11 1 H21.10.1 

世帯数（世帯） 
青森市 

132,008 

八戸市 

101,705 

弘前市 

75,211 9,107 11 1 H21.10.1 

平均年齢(歳) 
三沢市 

43.6 

おいらせ町 

44.4 

六ヶ所村 

45.9  2 1 H20.10.1 

職員数(人) 
青森市 

2,774 

八戸市 

2,133 

弘前市 

1,467 212 21 10 H21.10.1 

職員一人当たりの町民の数

(人) 

階上町 

148 

弘前市 

126 

おいらせ町 

118  3 2 H21.10.1 

決算規模(百万円) 
青森市 

111,148 

八戸市 

85,290 

弘前市 

66,393 9,381 16 4 H20年度 

財政力指数(％) 
六ヶ所村 

1.777 

東通村 

1.239 

八戸市 

0.680 0.481 7 3 H20年度 

税金の徴収率(％) 
六ヶ所村 

98.3 

西目屋村 

96.4 

東通村 

95.7 90.0 17 7 H21.10.1 

一人当たりの所得 

(千円) 

六ヶ所村 

3,270 

東通村 

2,638 

八戸市 

2,482 2,321 5 2 H17年度 

公園の面積(キロ㎡) 
青森市 

513.51 

弘前市 

334.91 

八戸市 

373.70 99.24 9 3 H20.3.1 

道路舗装率(％) 
深浦町 

83.3 

鯵ヶ沢町 

81.8 

三沢市 

78.7 47.7 32 18 H19.4.1 

上水道普及率(％) 
平内町 

100.0 

外ヶ浜町 

100.0 

西目屋村 

100.0 94.0 29 20 H19.3.31 

下水道普及率(％) 
田舎館村 

89.5 

弘前市 

81.2 

青森市 

72.2 58.1 6 2 H20.3.31 

農業総生産(百万円) 
弘前市 

21,792 

つがる市 

11,723 

十和田市 

11,342 4,004 19 10 H17年度 

製造業総生産 

(百万円) 

八戸市 

119,591 

弘前市 

76,699 

青森市 

45,860 8,048 9 1 H17年度 

建設業総生産 

(百万円) 

青森市 

57,947 

六ヶ所村 

44,675 

八戸市 

41,954 7,330 12 2 H17年度 
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卸売・小売業総生産 

(百万円) 

青森市 

197,951 

八戸市 

136,089 

弘前市 

90,143 6,931 10 1 H17年度 

水産業漁獲高 

22市町村 (百万円) 

八戸市 

22,290 

平内町 

5,826 

むつ市 

4,563 220 21 11 H19年度 

図書館の蔵書冊数 

（人口 100 人あたりの冊数） 

西目屋村 

724.8 

野辺地町 

513.1 

平内町 

430.2 265.7 20 14 H19.3.31 

交通事故発生件数（件） 
青森市 

1,595 

八戸市 

1,420 

弘前市 

1,099 113 11 1 H19年度 

刑法犯認知件数（件） 
青森市 

3,387 

八戸市 

2,303 

弘前市 

2,023 240 9 1 H19年度 

 

（資料提供） 

・ 平成２１年青森県統計年鑑（平成２１年３月） 

・ 青森県市町村ハンドブック（平成２１年６月） 

・ 平成２０年青森県の人口（平成２１年３月） 
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後   記 

 

 

 平成１８年３月１日に「おいらせ町」が誕生してから早４年が経過しました。 

 この間を振り返ってみますと、新生おいらせ町のまちづくりの方向性や基礎を築く

ための期間として、各種の行政計画を策定するとともに、町民の一体感の醸成や均衡

ある町の発展を目指し、各分野の施策に取り組んでまいりました。 

 中でも、平成２０年３月に議会の同意を得て策定した『自治基本条例』は、町民の

幸せの実現のために、町民、議会、行政が協働のまちづくりを決意表明したもので、

１年間の施行期間、周知期間を経て、平成２１年４月に条例施行いたしました。現在、

条例に基づき、町民の意思が可能な限り町政に反映できるしくみや地域の自主性と自

立性が尊重され、活動できる「まちづくり組織」の立ち上げを検討しております。 

 また、平成２１年３月に「住民、議会、行政が一体となったまちづくり」「自然と

共生し、文化がいきづくまちづくり」「幸せを実感できるまちづくり」を基本理念と

し、「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」を将来像に定め、向こう１０年間の町政

運営の方向性を明らかにした『第１次おいらせ町総合計画』を策定いたしました。現

在、実施計画の見直しを図り、時勢に合った施策の実施を展開しております。 

今、わが国は、人口減少、少子高齢化、産業のグローバル化等により、社会環境の

変化、時代の転換期を迎え、地方自治も地方分権時代から地方主権時代へと変わりつ

つあります。 

この様に変貌する中、町民や議会の皆様と合意形成のもと、協働のまちづくりを進

めていくため、合併後、町がどのように変わったのか、町民がどのように感じている

のか、何を求めているのか、さらに、地域間の格差、世代間の格差は無いのかを、町

民側、行政側双方の合併成果として検証しました。 

この結果を踏まえ、町民と議会と行政とがそれぞれの役割と責任をしっかりと認識

し、持続可能なおいらせ町の今後のまちづくりに役立ててまいりたいと考えておりま

す。 

最後に、アンケート調査にご協力、ご尽力を賜りました町民の皆様に、心から感謝

を申し上げ、お礼と合併検証作成にあたっての後記といたします。 


